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『
佛
母
經
』
小
論

 

西
脇 

常
記　

　
　
　

は
じ
め
に

小
論
で
扱
う
『
佛
母
經
』
は
、
歷
代
の
佛
典
目
録
に
は
見
え
な
い
。
し
か
し
敦
煌
か
ら
は
多
く
の
寫
本
が
發
見
さ
れ
て
お
り
、
あ

る
時
期
に
こ
の
地
で
流
行
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
大
正
藏
の
第
八
十
五
卷
に
は
そ
の
う
ち
ス
タ
イ
ン
二
〇
八
四(

1)

の
寫
本
が
收
め
ら

れ
て
い
る
。
で
は
、
な
ぜ
流
布
し
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
目
録
に
記
載
が
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

方
廣
錩
主
編
『
藏
外
佛
教
文
獻
』
は
大
藏
經
典
に
未
收
の
佛
典
の
翻
刻
を
載
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、『
佛
母
經
』
は
そ
の
第
一
輯(

2)

に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
季
羨
林
主
編
『
敦
煌
學
大
辭
典
』(3)

に
は
、
一
項
目
を
割
い
て
か
な
り
詳
し
く
解
説
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
以
下
ま
ず
第
一
章
で
、『
佛
母
經
』
の
も
と
と
な
る
『
摩
訶
摩
耶
經
』
と
『
佛
母
經
』
の
構

成
の
概
要
を
述
べ
、『
佛
母
經
』
が
疑
經
（
僞
經
）
で
あ
る
こ
と
の
證
を
「
六
大
惡
夢
」
に
見
る
。
次
に
第
二
章
で
、
上
記
の
翻
刻

の
際
に
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
敦
煌
寫
本
の
う
ち
の
ロ
シ
ア
藏
と
、
ベ
ル
リ
ン
・
ト
ル
フ
ァ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
見
え
る
寫
本
を
紹

介
し
、
さ
ら
に
第
三
章
で
、
國
立
バ
イ
エ
ル
ン
圖
書
館
所
藏
の
『
佛
説
小
涅
槃
經
』
を
紹
介
し
て
、
こ
れ
が
敦
煌
・
ト
ル
フ
ァ
ン
出
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土
の
『
佛
母
經
』
に
連
な
る
寫
本
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
續
く
第
四
章
で
は
中
國
國
家
圖
書
館
所
藏
（
舊
の
北
京
圖
書
館

所
藏
）
の
元
版
『
佛
説
小
涅
槃
經
』
を
移
寫
し
、
バ
イ
エ
ル
ン
圖
書
館
所
藏
の
寫
本
が
明
初
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま

た
結
語
に
お
い
て
は
、『
佛
母
經
』
が
ど
の
よ
う
な
形
で
傳
承
さ
れ
て
き
た
か
を
考
え
て
み
た
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
『
佛
母
經
』
が

佛
典
目
録
に
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
事
情
も
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
る
。

　
　
　

第
一
章 『
佛
母
經
』
に
つ
い
て

『
佛
母
經
』
は
、『
大
般
涅
槃
摩
耶
夫
人
品
經
』『
大
般
涅
槃
經
佛
母
品
』『
大
般
涅
槃
經
佛
爲
摩
耶
夫
人
説
偈
品
經
』
と
い
っ
た
多

樣
な
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
内
容
は
い
ず
れ
も
同
じ
で
、
一
つ
の
寫
本
の
首
題
と
尾
題
で
名
前
が
變
わ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
例

え
ば
ペ
リ
オ
二
〇
五
五
の
首
題
は
『
大
般
涅
槃
摩
耶
夫
人
品
經
』
で
尾
題
は
『
佛
母
經
』
で
あ
る
。
同
じ
寫
本
に
分
類
さ
れ
る
と
考

え
ら
れ
る
も
の
の
中
で
も
、
例
え
ば
北
京
圖
書
館
藏
「
歳
」
十
一
の
首
題
は
『
大
般
涅
槃
經
佛
爲
摩
耶
夫
人
説
偈
品
經
』、
ス
タ
イ

ン
一
三
七
一
は
『
佛
母
經
』、
そ
し
て
前
者
の
尾
題
は
『
大
般
涅
槃
經
佛
母
品
』、
後
者
の
尾
題
は
『
佛
母
經
一
卷
』
と
い
っ
た
具
合

で
あ
る
。

季
羨
林
主
編
『
敦
煌
學
大
辭
典
』
の
「
佛
母
經
」
の
項
の
解
説
（
4
）
は
、こ
の
佛
典
が
疑
經
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
上
で
、「『
摩

訶
摩
耶
經
』
卷
下
「
佛
臨
涅
槃
母
子
相
見
」
に
題
材
を
取
り
、
そ
こ
に
中
國
の
孝
道
と
佛
教
の
無
常
思
想
を
織
り
込
ん
だ
も
の
」
と

説
明
し
て
い
る
。
そ
こ
で
ま
ず
『
摩
訶
摩
耶
經
』
に
つ
い
て
簡
單
に
述
べ
て
お
こ
う
。

『
摩
訶
摩
耶
經
』
は
、南
齊
時
代
（
四
七
九
〜
五
〇
二
）
の
曇
景
に
よ
っ
て
翻
譯
さ
れ
た
。『
佛
昇
忉
利
天
爲
母
説
法
經
』『
摩
耶
經
』

『
佛
臨
般
涅
槃
母
子
相
見
經
』
と
も
呼
ば
れ
、『
佛
母
經
』
と
同
じ
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
呼
稱
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
佛
典
の
中
で

阿
難
が
佛
陀
に
こ
の
經
を
ど
の
よ
う
に
名
づ
け
る
べ
き
か
と
質
問
し
、
佛
陀
が
い
く
つ
も
の
名
を
擧
げ
た
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
。
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佛
陀
の
父
、
淨
飯
王
は
隣
國
の
拘
利
（ko¬iya

）
族
、
天
臂
（devadaha

）
城
主
善
覺
（suprabuddha

）
の
二
女
を
娶
っ
た
。
摩
耶

と
摩
訶
波
闍
波
提
（
あ
る
い
は
摩
賀
摩
耶
と
も
い
う
）
で
あ
る
。
摩
耶
は
、
六
牙
の
白
象
が
自
分
の
う
ち
に
降
り
て
く
る
の
を
夢
に

見
て
受
胎
し
た
。
そ
の
受
胎
と
生
誕
が
清
淨
無
垢
な
も
の
で
あ
る
べ
き
と
の
配
慮
に
よ
っ
て
、
釋
迦
は
摩
耶
の
右
脇
か
ら
誕
生
し
て

い
る
。
生
誕
の
七
日
後
に
摩
耶
は
亡
く
な
り
、
忉
利
天
の
下
に
生
ま
れ
か
わ
っ
た
。
こ
の
經
は
、
佛
が
忉
利
天
に
昇
っ
て
生
母
摩
耶

夫
人
の
た
め
に
説
法
し
、
般
涅
槃
に
臨
ん
で
は
摩
耶
夫
人
が
忉
利
天
か
ら
下
っ
て
佛
と
最
後
の
別
れ
を
し
た
こ
と
を
記
す
も
の
で
あ

る
。 も

う
少
し
經
典
に
そ
っ
て
詳
し
く
見
て
み
る
と
、一
般
の
佛
典
の
よ
う
に
、こ
の
經
も
（
イ
）
通
序
（
如
是
我
聞
）、（
ロ
）
別
序
（
佛

昇
忉
利
天
安
居
）、（
ハ
）
正
宗
分
、（
ニ
）
流
通
分
に
分
か
れ
る
。
正
宗
分
の
第
一
段
ま
で
が
卷
上
で
あ
る
。

第
一
段
の
忉
利
説
法
は
、「
母
子
會
見
」〈
文
殊
師
利
童
子
が
佛
の
命
を
承
け
て
摩
耶
の
下
に
到
る
と
、
摩
耶
の
兩
乳
よ
り
乳
汁
が

奔
出
し
て
佛
の
口
に
入
る
〉、「
摩
耶
説
法
」〈
佛
は
忉
利
天
で
摩
耶
を
は
じ
め
諸
仙
・
諸
天
に
説
法
す
る
。
す
な
わ
ち
集
苦
の
本
は

す
べ
て
心
意
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
、
解
脱
を
得
る
以
外
に
安
穩
の
道
は
な
い
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
欲
望
か
ら
離
れ
る
こ
と
を

勸
め
る
〉、「
佛
欲
降
地
」〈
鳩
摩
羅
を
し
て
閻
浮
提
に
佛
の
下
る
こ
と
を
告
げ
し
め
、
天
帝
釋
（
帝
釋
天
）
は
そ
の
た
め
に
鬼
神
を

使
っ
て
三
道
寶
階
を
作
る
〉、「
訣
別
説
法
」〈
佛
は
母
恩
に
報
ぜ
ん
と
し
て
神
呪
を
説
き
、諸
天
に
持
呪
者
を
守
ら
せ
る
〉、「
閻
浮
迎
佛
」

〈
佛
は
忉
利
天
よ
り
閻
浮
提
に
下
り
、
祇
桓
精
舍
の
師
子
座
に
つ
く
。
舍
衞
國
王
の
波
斯
匿
王
等
一
切
諸
人
は
佛
を
迎
え
て
喜
び
限

り
な
く
、
そ
こ
で
佛
は
十
二
因
縁
の
説
法
を
行
う
〉
か
ら
成
る
。
こ
れ
以
下
は
卷
下
で
あ
る
。

第
二
段
の
巡
遊
入
滅
は
「
尼
連
沐
浴
」〈
阿
難
は
、
提
婆
達
多
の
三
逆
罪
を
嘆
く
が
、
佛
は
な
お
も
提
婆
達
多
に
慈
悲
の
こ
こ
ろ

を
か
け
る
。
提
婆
達
多
は
優
婆
羅
比
丘
尼
を
打
ち
殺
し
て
現
身
が
地
獄
に
墮
ち
た
こ
と
を
記
す
〉、「
涅
槃
預
告
」〈
佛
は
諸
地
を
巡

遊
し
て
後
に
阿
難
に
三
月
後
に
入
滅
す
べ
き
こ
と
を
告
げ
埋
葬
法
を
教
え
る
〉、「
樹
間
入
滅
」〈
佛
は
雙
樹
間
に
臥
し
、
異
見
を
懷

い
て
い
た
百
二
十
歳
の
梵
志
の
須
跋
陀
羅
を
度
し
終
わ
り
入
定
寂
滅
す
る
。
そ
の
後
に
葬
儀
埋
葬
の
準
備
が
始
ま
る
〉
か
ら
成
る
。
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第
三
段
の
母
子
訣
別
（
こ
の
部
分
は
こ
の
經
独
自
の
構
想
）
は
、「
摩
耶
感
凶
」〈
摩
耶
夫
人
は
五
衰
を
感
じ
五
惡
夢
を
見
て
佛
の

入
滅
を
知
る
〉、「
摩
耶
降
下
」〈
尊
者
の
阿
那
律
（
ア
ニ
ル
ツ
ダ
）
は
忉
利
天
上
の
摩
耶
に
佛
の
入
滅
を
告
げ
る
。
摩
耶
は
悲
し
み

に
堪
え
ず
、
雙
樹
間
に
下
り
、
佛
に
禮
拜
し
よ
う
と
す
る
〉、「
佛
見
摩
耶
」〈
佛
は
い
っ
た
ん
命
絶
え
た
が
、
摩
耶
が
降
下
し
た
た

め
に
大
神
通
力
で
棺
を
開
き
放
光
合
掌
し
て
起
き
あ
が
る
。
母
子
再
見
し
、
母
の
た
め
に
説
偈
す
る
〉
か
ら
成
る
。

第
四
段
は
、「
法
滅
懸
記
」〈
滅
後
千
五
百
歳
、
遺
法
龍
宮
に
隠
没
す
る
に
至
る
ま
で
の
法
住
法
滅
の
狀
を
懸
記
す
。
佛
陀
か
ら
聞

い
た
阿
難
が
摩
耶
夫
人
に
語
る
形
を
と
る
〉
に
つ
い
て
述
べ
る
。

こ
の
後
に
流
通
分
が
續
く
が
、
宋
本
の
み
卷
末
に
「
八
國
分
舍
利
品
第
二
」
が
加
わ
る
（
敦
煌
寫
本
に
も
な
い
）。
け
だ
し
『
大

般
涅
槃
經
後
分
』
中
よ
り
抄
出
付
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

以
上
か
ら
判
る
よ
う
に
、
こ
の
經
に
は
特
別
の
主
張
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
小
乘
涅
槃
經
（『
長
阿
含
經
』
遊
行
經
）
に
は
、
す

で
に
佛
の
入
滅
に
際
し
て
佛
母
が
忉
利
天
か
ら
下
り
偈
讃
訣
別
し
た
と
の
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
に
成
道
十
二
年
に
外
道
の
迫
害
を
避

け
て
忉
利
天
に
昇
り
安
居
す
る
話
を
加
え
て
、
佛
と
佛
母
で
あ
る
摩
耶
夫
人
間
の
母
子
の
情
愛
を
描
い
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
資
料

の
上
か
ら
み
れ
ば
、
前
半
は
佛
昇
忉
利
天
爲
母
説
法
經
、
後
半
は
小
乘
涅
槃
經
お
よ
び
法
滅
盡
經
類
を
材
料
と
し
て
い
る
。

さ
て
小
論
で
考
察
す
る
『
佛
母
經
』
で
は
、
そ
の
寫
本
が
方
廣
錩
・
李
際
寧
に
よ
っ
て
四
種
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
題
材
、

構
成
そ
し
て
内
容
は
い
ず
れ
も
ほ
と
ん
ど
變
わ
ら
ず
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

佛
は
涅
槃
に
入
る
が
、
そ
の
時
に
忉
利
天
に
い
る
摩
耶
夫
人
の
下
に
優
波
離
を
派
遣
し
て
、
間
も
な
く
涅
槃
に
入
る
か
ら
閻
浮
提

に
降
り
て
く
る
よ
う
に
と
告
げ
さ
せ
る
。
そ
の
前
に
凶
兆
と
思
わ
れ
る
六
惡
夢
を
見
て
い
た
摩
耶
夫
人
は
、
優
波
離
の
話
を
聞
い
て

驚
き
の
あ
ま
り
氣
を
失
う
が
、
や
が
て
雙
樹
間
に
降
り
て
行
く
。
そ
の
時
す
で
に
涅
槃
に
入
り
金
棺
銀
槨
に
納
め
ら
れ
て
い
た
佛
は
、

母
の
悲
し
み
の
声
を
聞
い
て
神
通
力
で
金
棺
銀
槨
を
開
け
る
。
そ
し
て
母
の
た
め
に
説
法
す
る
。
聞
き
了
っ
て
摩
耶
夫
人
が
忉
利
天

に
歸
ろ
う
と
す
る
と
、
天
地
は
震
動
し
涙
は
雨
の
ご
と
く
下
り
鳥
は
悲
し
み
の
声
を
あ
げ
、
佛
が
涅
槃
に
入
っ
た
こ
と
の
沈
痛
が
世
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界
を
覆
う
。

『
佛
母
經
』
は
、
敦
煌
寫
本
と
し
て
二
十
六
本
殘
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
李
際
寧
は
そ
の
う
ち
の
十
六
本
を
用
い
て

翻
刻
す
る
際
に
、
四
種
類
に
分
類
し
て
い
る
。
そ
れ
を
示
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
﹇
一
、
大
般
涅
槃
摩
耶
夫
人
品
經
﹈
P
二
〇
五
五
が
底
本
。
校
本
は
無
し
。

　
　
﹇
二
、
大
般
涅
槃
經
佛
母
品
﹈
北
京
藏
「
月
」
四
三
（
六
六
二
八
）
が
底
本
。
校
本
は
無
し
。

　
　
﹇
三
、
大
般
涅
槃
經
佛
母
品
﹈
P
三
九
一
九
が
底
本
。
北
京
藏
「
官
」
九
七(

六
六
二
四)

、
北
京
藏
「
羽
」
十
五(

六
六
二
六)

、

北
京
藏
「
文
」
九
九(

六
六
二
七)

、
北
京
藏
「
霜
」
八
二(

六
六
二
五)

の
四
本
が
校
本
。

　
　
﹇
四
、
大
般
涅
槃
經
佛
爲
摩
耶
夫
人
説
偈
品
經
﹈北
京
藏「
歳
」十
一(

六
六
二
九)

が
底
本
。
北
京
藏「
鳥
」九
〇(

六
六
三
〇)

、

S
一
三
七
一
、
S
五
六
七
七
、
S
三
三
〇
六
、
S
二
〇
八
四
、
P
四
六
五
四
＋
P
四
五
七
六
、

P
四
七
九
九
の
七
本
が
校
本
。

こ
れ
に
關
連
し
て
、
こ
こ
で
は
こ
の
佛
典
が
疑
經
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。

『
佛
母
經
』
は
、先
に
述
べ
た
よ
う
に
『
摩
訶
摩
耶
經
』
に
題
材
を
取
り
、佛
の
母
、摩
耶
夫
人
に
対
す
る
孝
道
を
織
り
込
ん
だ
點
で
、

疑
經
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
具
體
的
な
記
述
か
ら
も
確
認
で
き
る
。『
摩
訶
摩
耶
經
』
卷
下
に
見
え
る
摩
耶
夫
人

が
釋
迦
の
入
滅
前
に
不
吉
な
夢
と
し
て
見
る
所
謂
「
五
大
惡
夢
」
に
關
わ
る
部
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

　
　
『
摩
訶
摩
耶
經
』
卷
下 (T12, 1012a19-27)

　
　

一
夢
、
須
彌
山
崩
、
四
海
水
竭
。

　
　

二
夢
、
有
諸
羅
刹
、
手
執
利
刀
、
競
挑
一
切
衆
生
之
眼
。
時
有
黒
風
吹
、
諸
羅
刹
皆
悉
奔
馳
、
歸
於
雪
山
。

　
　

三
夢
、
欲
色
界
諸
天
、
忽
失
寶
冠
、
自
絶
瓔
珞
、
不
安
本
座
、
身
無
光
明
、
猶
如
聚
墨
。

　
　

四
夢
、
如
意
珠
玉
、
在
高
幢
上
、
恒
雨
珍
寶
、
周
給
一
切
。
有
四
毒
龍
、
口
中
吐
火
、
吹
倒
彼
幢
、
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吸
如
意
珠
。
猛
疾
惡
風
、
吹
没
深
淵
。

　
　

五
夢
、
有
五
師
子
、
從
空
來
下
、
嚙
摩
訶
摩
耶
乳
、
入
於
左
脇
。
身
心
疼
痛
、
如
被
刀
劍
。

こ
の
「
五
大
惡
夢
」
は
、『
佛
母
經
』
で
は
、「
六
種
不
祥
之
夢
」﹇
一
、二
、三
﹈
あ
る
い
は
「
六
種
惡
夢
」﹇
四
﹈
と
し
て
、
以
下
の

よ
う
に
繼
承
さ
れ
て
い
る
。
上
述
の
四
分
類
で
の
そ
れ
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
﹇
一
、
大
般
涅
槃
摩
耶
夫
人
品
經
﹈

　
　

一
者
夢
見
猛
火
來
燒
我
心
。

　
　

二
者
夢
見
兩
乳
自
然
流
出
。

　
　

三
者
夢
見
須
彌
山
崩
。

　
　

四
者
夢
見
大
海
枯
竭
。

　
　

五
者
夢
見
摩
竭
大
魚
、
呑
啖
衆
生
。

　
　

六
者
夢
見
夜
叉
羅
刹
吸
人
精
氣
。

　
　
﹇
二
、
大
般
涅
槃
經
佛
母
品
﹈

　
　

一
者
夢
見
須
彌
山
崩
、
四
大
海
水
枯
竭
。

　
　

二
者
夢
見
獅
子
來
咬
我
身
、
兩
乳
自
然
流
出
。

　
　

三
者
夢
見
猛
火
來
燒
我
身
。

　
　

四
者
夢
見
寶
幢
摧
折
、
幡
華
崩
倒
。

　
　

五
者
夢
見
磨
竭
大
魚
、
呑
噉
衆
生
。
又
見
夜
叉
・
羅
刹
吸
人
精
氣
。

　
　

六
者
夢
見
衆
生
如
蜂
失
王
、
惆
慞
漫
走
。

　
　
﹇
三
、
大
般
涅
槃
經
佛
母
品
﹈
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一
者
夢
見
猛
火
來
燒
我
身
。

　
　

二
者
夢
見
兩
乳
自
然
流
出
。

　
　

三
者
夢
見
須
彌
山
崩
。

　
　

四
者
夢
見
大
海
枯
竭
。

　
　

五
者
夢
見
磨
竭
大
魚
、
呑
噉
衆
生
。

　
　

六
者
夢
見
夜
叉
・
羅
刹
吸
人
精
氣
。

　
　
﹇
四
、
大
般
涅
槃
經
佛
爲
摩
耶
夫
人
説
偈
品
經
﹈   

　
　

一
者
夢
見
須
彌
山
崩
。

　
　

二
者
夢
見
四
海
枯
竭
。

　
　

三
者
夢
見
五
月
下
霜
。

　
　

四
者
夢
見
寶
幢
摧
折
、
幡
花
崩
倒
。

　
　

五
者
夢
見
四
火
來
燒
我
身
。

　
　

六
者
夢
見
兩
乳
无
故
、
自
然
流
出
。

こ
れ
を
見
る
と
、
例
え
ば
「
兩
乳
自
然
流
出
」
だ
け
で
は
そ
れ
が
な
ぜ
惡
夢
な
の
か
分
か
ら
な
い
が
、『
摩
訶
摩
耶
經
』
五
夢
の

「
有
五
師
子
從
空
來
下
、
嚙
摩
訶
摩
耶
乳
、
入
於
左
脇
。
心
身
疼
痛
、
如
被
刀
劍
」
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
れ
ば
、
明
ら
か
に
な
る
。

ほ
か
の
惡
夢
も
ほ
と
ん
ど
が
「
五
種
惡
夢
」
の
枠
内
の
も
の
で
あ
る
。
疑
經
は
、
幅
広
い
思
想
・
文
化
の
産
物
で
あ
る
ゆ
え
に
、
一

口
で
定
義
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
こ
の
『
佛
母
經
』
が
中
國
文
化
の
土
壤
で
誕
生
し
た
こ
と
は
、「
五
種
惡
夢
」
の
枠
内
に
は
な

い
一
つ
の
注
視
す
べ
き
記
述
に
よ
っ
て
決
定
づ
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
﹇
四
﹈
に
見
え
る
「
三
者
夢
見
五
月
下
霜
」
で
あ
る
。

「
五
月
下
霜
」は「
五
月
降
霜
」と
も
作
ら
れ
、戦
國
末
の
陰
陽
五
行
家
の
鄒
衍（
紀
元
前
三
〇
五
〜
二
四
〇)

の
故
事
か
ら
き
て
い
る
。
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そ
の
故
事
と
は
「
鄒
衍
は
燕
の
惠
王
に
事
え
忠
を
盡
す
も
、左
右
、之
を
譖
す
。
王
、之
を
繋
ぐ
。
天
を
仰
い
で
哭
す
れ
ば
、夏
五
月
、

之
が
爲
に
霜
を
下
す
」（5
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
冤
獄
の
兆
し
と
し
て
中
國
文
化
圏
で
は
ひ
ろ
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
も
の
で
、
例
え

ば
李
白
は
「
燕
臣　

昔
し
慟
哭
し
、
五
月　

秋
霜
を
飛
ば
す
」（6
）
と
歌
っ
て
い
る
。
樣
々
な
疑
經
が
作
ら
れ
た
際
に
中
國
思
想
の
中

で
も
陰
陽
五
行
思
想
の
果
た
し
た
役
割
が
大
き
い
こ
と
は
、
廣
く
注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
そ
の
思
想
の
開
祖
の
故
事
が

利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
面
白
い
事
實
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

第
二
章　

ロ
シ
ア
藏
敦
煌
寫
本
と
ト
ル
フ
ァ
ン
寫
本
の
『
佛
母
經
』

『
佛
母
經
』
の
寫
本
の
い
く
つ
か
は
、
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
目
に
觸
れ
や
す
い
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
中
に
は
見
落
と
さ
れ
が
ち

な
も
の
も
あ
る
。
本
章
で
は
、
敦
煌
寫
本
と
ト
ル
フ
ァ
ン
の
寫
本
の
う
ち
か
ら
、
そ
う
し
た
も
の
五
種
を
移
寫
し
て
お
く
。

ま
ず
、
方
廣
錩
主
編
『
藏
外
佛
教
文
獻
』
の
翻
刻
の
時
點
で
は
利
用
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
、
ロ
シ
ア
藏
『
佛
母
經
』
の
四

つ
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
こ
う
。
な
お
以
下
、
大
き
さ
等
の
形
態
は
孟
列
夫
主
編
、
西
北
師
範
大
學
敦
煌
學
研
究
所
袁
席
箴
、
陳
華

平
翻
譯
『
俄
藏
敦
煌
漢
文
寫
卷
敍
録
』
上
・
下
卷
（
７
）
に
よ
る
。
な
お
そ
こ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
記
號
は
、「
Φ
」
が
「Φ

π yr

」
の
第

一
字
母
で
、
一
九
三
〇
年
代
に
フ
ル
ク
（K

.K
. Φ

π yr,  K
onstantin-K

onstantinovich Flyg

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ

ヴ
ィ
チ　

フ
ル
ク
、一
八
九
三
〜
一
九
四
二
）が
整
理
し
た
も
の
を
示
す
。こ
れ
は
一
か
ら
三
二
五
ま
で
あ
る
。「
Дх
」は「Д

yʜbxyaʜ

」

（D
ynʼkhyan 

ド
ゥ
ン
フ
ァ
ン 

敦
煌
）
か
ら
の
二
文
字
で
あ
る
。
一
か
ら
一
一
〇
五
〇
の
番
號
が
つ
く
が
、
敦
煌
で
な
い
も
の
は

五
七
五
を
數
え
、
番
號
の
み
の
も
の
も
含
む
。

一
．Φ
二
五
九
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尾
題
は
「
佛
母
經
一
卷
」、
二
紙
か
ら
成
り
、
大
き
さ
は
高
二
十
二
㎝
×
幅
五
十
六
㎝
。
三
十
一
行
、
毎
行
十
六
〜
二
十
一
字
、

罫
線
ア
リ
。
分
類
﹇
四
、
大
般
涅
槃
經
佛
爲
摩
耶
夫
人
説
偈
品
經
﹈
に
屬
し
、
そ
の
校
本
の
一
つ
ペ
リ
オ
四
七
九
九
に
近
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

諸
大
衆
吾

今
背
痛
。
欲
般
涅
槃
。
不
見
阿
難
及
吾
迦
葉
。
来
時
語
言
、

吾
与
汝
不
相
見
也
。
即
使
優
婆
離
往
藝
忉
利
天
上
、

告
吾
母
知
。
舉
身
疼
痛
、
不
可
思
議
。
願
母
早
来
、
礼
敬

三
寶
。
尒
時
佛
母
於
其
中
夜
作
六
種
惡
夢
。
一
者
夢
見

須
彌
山
崩
、
二
者
夢
見
四
海
枯
竭
、
三
者
夢
見
五
月
降

霜
。
四
者
夢
見
寶
幢
槯
折
幡
花
崩
倒
、
五
者
夢

見
大
火
来
焼
我
身
、
六
者
夢
見
兩
乳
自
然
流
出
。

尒
時
佛
母
説
夢
未
訖
、
正
見
優
波
離
従
空
中
而
来
。

借
問
聖
人
従
何
方
而
来
尓
劇
、
形
容
顦
顇
、
面
色
无

光
、
状
似
怯
人
、
尒
時
優
波
離
哽
咽
聲
嘶
、
量
久
不
語
、
告
言
佛
母
、
佛
母
、
我
如   

来
大
師
昨
夜
子
時
捨
大
法
身
、
入
般
涅
槃
故
遣
我

来
告
諸
眷
屬
。
尒
時
佛
母
聞
是
語
已
、
渾
磓
自
撲（
8
）

状
似
五
須
弥
山
崩
、
遍
體
血
見
、
如
波
羅
奢
華
、
悶

絶
躃
地
。
有
二
天
女
將
水
z
之
、
量
久
還
蘇
。
尒
時

佛
母
將
諸
徒
衆
、
恭
敬
圍
繞
、
従
忉
利
天
下
直
至
波
羅 
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雙
樹
間
。
正
見
如
来
殯
斂
已
訖
、
唯
有
僧
伽
梨
衣

疊
在
棺
邊
。
鉢
盂
錫
杖
掛
其
樹
上
。
尒
時
佛
母

手
携
此
物
、
而
作
是
言
。
此
是
我
子
生
存
在
日
、
持（
9
）

用
此
物
、
今
无
主
也
。
十
大
弟
子
向
天
號
哭
、
有
二
師

子
自
縊
而
死
。
尒
時
佛
母
遶
棺
三
迊
、
却
住
一
面
、
抆
涙（
10
）

而
言
、
告
言
、
慈
子
慈
子
、
汝
是
我
子
、
我
是
汝
母
。
汝
今

入
般
涅
槃
、
云
何
不
留
半
偈
之
法
。
尒
時
世
尊
聞
母
喚

聲
、
金
棺
自
開
、
却
坐
千
葉
蓮
華
臺
上
、
為
母
説
法
、
世

間
苦
空
、
諸
行
无
常
、
是
生
滅
法
、
生
滅
滅
已
、
寂
滅
為
樂
、

尒
時
佛
母
聞
是
妙
法
、
心
生
歓
喜
、
還
歸
本
天
、
未
至
天
所
、

佇
立
虚
空
、
心
生
慈
悲
、
鳴
呼
大
哭
。
天
地
震
動
、
涙
下
如
雨
。

雲
中
百
鳥
、
皆
作
哭
聲
、
一
切
江
河
、
會
有
枯
竭
、
一
切
叢
林
、
會

（
有
）槯
折
、
一
切
恩
愛
、
會
有
離
別
、
何（
11
）  

期
如
来
入
般
涅
槃

佛
母
經
一
卷（
12
）

二
．
Дх
〇
二
二
六
七

尾
題
は
「
佛
母
經
一
卷
」、
一
紙
か
ら
成
り
、
大
き
さ
は
高
十
九
㎝
×
幅
三
十
九
・
五
㎝
。
二
十
三
行
、
天
界
は　

二
・
五
㎝
で
、

全
體
に
下
端
の
部
分
が
缺
け
て
い
る
。﹇
三
、大
般
涅
槃
經
佛
母
品
﹈の
校
本
の
一
つ
北
京
藏「
羽
」十
五(

六
六
二
六)

に
近
い
が
、



『佛母經』小論 

33

そ
れ
と
も
多
少
の
異
同
が
あ
る
。

殯
斂
已
訖
、
香
木
万
束
、
擬
欲
焚
身
、

将
纏
遶
。
十
大
弟
子
、
悲
號
震
天
、
四
果（
13
） 

地
、
乃
至
聲
聞
、
縁
覺
之
類
、
金
剛
師
子

體
崩
傷
、
六
情
酸
楚
、
身
毛
皆
竪
、
唯
見

杖
掛
於
林
間
、
僧
迦
離
衣
、
疊

手
持
此
物
、
作
如
是
言
。
我
子

教
化
、
利
益
人
天
、
今
既
入
般
涅

即
散
髪
搥
胷
、
遶
棺
三
迊
、
喚（
14
）　

我
子
、
我
是
汝
母
。
昔
在
王
宮
、
始
生
七

姨
母
波
闍
長
養
、
年
始
七
歳
、
踰
城（
15
） 

道
、
覆
護
衆
生
、
今
既
入
般
涅
槃
、
云

章
句
。
悉
達
悉
達
。

尒
時
如
来
、
金
棺
銀
槨
、
壑
然
自
開
。

然
而
下
。
勇
在
空
中
、
高
七
多
羅
樹
間

現
紫
摩
黄
金
色
身
、
為
母
説
法
。（16
） 

母
。
一
切
諸
山
、
會
有
崩
倒
、
一
切
江
河
、
會

叢
林
、
會
有
槯
折
、
一
切
恩
愛
、
會
有
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已
便
復
没
矣
。

尒
時
摩
耶
夫
人
聞
其
此
語
、
心
開
意

勑
求
哀
懺
悔
。
不
轉
女
身
、
證
得
何（
17
）      

天
衆
、
未
到
本
宮
、
心
生
慈
悲
、
住
立
虚

日
、
母
子
分
離
、
永
不
相
見
、
去
也
、
大
師

佛
母
經
一
卷（
18
）

三
．
Дх
〇
二
〇
四
七(

〇
二
一
〇
一)

尾
題
は「
佛
母
經
一
卷
」、大
き
さ
は
高
二
十
五
・
五
㎝
×
幅
三
十
五
㎝
。
天
界
は
二
・
五
㎝
、地
界
は
二
㎝
。
十
六
行
、毎
行
十
六
字
。

經
句
は
、﹇
二
、
大
般
涅
槃
經
佛
母
品
﹈、﹇
三
、
大
般
涅
槃
經
佛
母
品
﹈、﹇
四
、
大
般
涅
槃
經
佛
爲
摩
耶
夫
人
説
偈
品
經
﹈
と
お

お
む
ね
重
な
る
が
、
組
み
立
て
が
違
う
。
上
記
四
分
類
と
は
異
な
る
系
列
の
寫
本
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

年
七
歳
、
逾
城
出
家
、
三
十
成

　
　
　
　

今
已
入
般
涅
槃
、
云
何
不
留
半
偈

　
　
　
　

悉
達
、
尒
時
如
来
聞
母
喚
聲
□

　
　

□
然
自
開
、
妙
兜
羅
錦
、
y
然
而

　
　

七
多
羅
樹
、
現
紫
磨
黄
金
色
身
、
却

　
　
　
　

上
、
為
母
説
法
、
世
間
空
虛
、
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无
常
、
是
生
滅
法
、
生
滅
滅
□
、
寂

　
　
　
　
　
　

□
復
没
矣
。

　
　
　
　
　
　
　

是
妙
法
、
心
開

　
　
　
　
　
　

將
諸
天
衆
、
前
後

　
　
　
　
　
　

住
在
空
中
、
心
生
慈

　
　
　

動
、
涙
下
如
雨
、
雲
中
百
鳥
、　

作
哭
聲
、

　
　
　

會
有
枯
竭
、
一
切
叢
林
、
會
有
摧
折
、
一

切
恩
愛
、
會
有
離
別
、
何
其
如
来
入
般
涅
槃
、
永

不
相
見
。
去
也
、
大
師
。

佛
母
經
一
卷

四
．
Дх
〇
〇
〇
一
〇

首
題
は
「
大
般
涅
槃
經
佛
母
品
□
」、大
き
さ
は
高
二
十
六
㎝
×
幅
三
十
九
・
五
㎝
。
二
十
三
行
、毎
行
十
七
字
。
こ
の
寫
本
は
、﹇
三
、

大
般
涅
槃
經
佛
母
品
﹈
に
近
い
が
、
そ
れ
に
用
い
た
底
本
ぺ
リ
オ
三
九
一
九
、
そ
し
て
校
本
の
北
京
藏
「
官
」
九
七(

六
六
二
四)

等
四
篇
と
は
細
部
に
お
い
て
異
同
が
あ
る
。

大
般
涅
槃
經
佛
母
品
□

尒
時
如
来
在
倶
尸
那
城
跋
提
河
側
、
二
月
十
五
日（
19
） 
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臨
般
涅
槃
、
倚
卧
雙
林
。
告
諸
大
衆
、
吾
今
背
痛
、

欲
般
涅
槃
、
迦
葉
來
時
、
□
吾
與
汝
不
相
見
、
去
也
。

一
切
経
書
、
付
嘱
阿
難
、
戒
律
文
章
、
悉
付
迦
葉
、
次

復
告
言
、
優
波
離
、
汝
往
昇
天
、
報
吾
母
知
。
道
吾
背

痛
、
不
久
涅
槃
。
願
母
慈
悲
、
降
下
閻
浮
、
敬
礼
三
寶
。

尒
時
優
波
離
受
佛
教
勅
、
擲
鉢
騰
空
、
須
臾
之
間
、

即
至
忉
利
天
上
。
正
見
□
耶
夫
人
在
歡
喜
園
□
、

種
種
荘
厳
、
受
諸
快
樂
。
尒
時
□
耶
夫
人
、
忽
於
□

夜
作
六
種
不
祥
之
夢
。
一
者
夢
見
猛
火
来
燒
我

身
。
二
者
夢
見
兩
乳
自
然
流
出
。
三
者
夢
見
須
弥

山
崩
。
四
者
夢
見
大
海
枯
竭
、
五
者
夢
見
摩
竭
大

魚
呑
噉
衆
生
。
六
者
夢
見
夜
叉
羅
刹
吸
人
精
氣
。

作
此
夢
已
、
憂
愁
不
樂
。
須
臾
之
間
、
即
見
告
人
優

波
離
形
容
顦
顇
、
面
无
精
光
、
状
似
怯
人
、
復
无
威
徳
、

尒
時
摩
耶
夫
人
問
言
、
優
波
離
、
汝
從
閻
浮
提
来
、

知
我
悉
達
平
安
已
不
。
尒
時
優
波
離
含
悲
報
言
、
佛（
20
）

母
、
尒
時
如
来
昨
夜
子
時
捨
大
法
身
、
入
般
涅
槃
、

故
遣
我
来
告
諸
眷
属
。
尒
時
摩
耶
夫
人
聞
其
此

語
、
搥
胷
懊
悩
、
悶
絶
擗
地
、
如
大
山
崩
、
有
一
天
女
、（
21
）
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名
曰
芬
葩
、
將
冷
水
灑
面
、
良
久
乃
蘇
。
將
諸
天
綵（
22
）    

女
、
頓
身
而
下
、
靉
靆
雲
飛
。
直
至
婆
羅
林
間
。
正
見
如

次
に
ト
ル
フ
ァ
ン
の
『
佛
母
經
』
寫
本
に
つ
い
て
。
ド
イ
ツ
中
央
ア
ジ
ア
學
術
探
檢
隊
の
將
來
し
た
漢
語
佛
典
の
目
録
は
、
今
日

ま
で
二
冊
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
下
に
移
寫
す
る
一
篇
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
Ch
二
一
六
六(T

Ⅱ
T2062)

を
帶
び
る
斷

片
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
〇
四
年
十
一
月
か
ら
一
九
〇
五
年
十
一
月
に
か
け
て
の
第
二
回
學
術
調
査
隊
に
よ
っ
て
ト
ヨ
ク
で
得
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

五
．
Ch
二
一
六
六(T

Ⅱ
T2062)

斷
片
の
大
き
さ
は
、
高
十
二
㎝
×
幅
二
十
七
・
二
㎝
で
、
十
六
行
殘
っ
て
い
る
。
天
の
境
界
線
は
殘
り
、
字
體
は
九
、十
世
紀
の
も

の
で
あ
る
。

『
漢
語
佛
典
斷
片
目
録
』（
23
）
で
は
、「
大
正
藏
（T85

）
に
收
め
る
ス
タ
イ
ン
二
〇
八
四
と
比
較
し
て
、
こ
の
斷
片
は
異
な
る
バ

ー
ジ
ョ
ン
斷
片
で
あ
る
」
と
注
記
し
て
い
る
。

痛
、
不

尒
時
優
波
離
受
佛

間
、
即
至
忉
利
天
上
。

園
中
種
種
莊
嚴
受

種
不
祥
之
夢
。
一
者
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夢
見
兩
乳
自
然
流
出
。

四
者
夢
見
大
海
自
然   

　
　

呑
噉
衆
生
。
六
者
夢
見  

　
　
　
　

已
、
愁
憂
不
樂
。

　
　
　

離
形
容
憔
悴
、
面

　
　
　

尒
時
優
波
離
告  

提
来
。
尒
時
摩
耶
夫
人
、

着
来
、
我
共
汝
語
。
我
昨

從
閻
浮
提
来
、
知
我
悉

離
含
悲
報
言
、
佛
母
佛

法
身
、
入
般
涅
槃
。
故
遣

首
尾
と
も
に
缺
け
て
い
る
の
で
、
斷
定
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
斷
片
は

先
に
見
た
ロ
シ
ア
藏
の
四
．
Дх
〇
〇
〇
一
〇
「
大
般
涅
槃
經
佛
母
品
□
」

と
同
じ
系
統
の
寫
本
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
た
だ
七
行
目
の
「
大
海
自
然
」

は
ロ
シ
ア
藏
で
は
「
大
海
枯
竭
」
に
作
る
。
他
の
『
佛
母
經
』
寫
本
は
す

べ
て
「
大
海
枯
竭
」
に
作
る
の
で
、
こ
れ
を
上
の
「
兩
乳
自
然
流
出
」
に

引
き
ず
ら
れ
て
の
誤
寫
と
考
え
る
と
、
兩
者
の
六
夢
は
全
く
一
致
す
る
。

上
で
取
り
上
げ
た
ロ
シ
ア
藏
が
す
べ
て
敦
煌
か
ら
の
も
の
で
あ
る
と
す

Ch 2166 (T II T2062)
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る
と
、（
24
）『
佛
母
經
』
に
お
い
て
も
、
敦
煌
と
ト
ル
フ
ァ
ン
の
地
域
差
を
窺
わ
せ
る
テ
キ
ス
ト
の
異
同
は
な
か
っ
た
と
確
認
で
き
る

こ
と
に
な
る
。
筆
者
は
、『
佛
母
經
』
と
同
じ
よ
う
に
、
や
は
り
今
は
『
大
正
藏
』
卷
八
十
五
、
古
逸
部
・
疑
似
部
に
收
め
ら
れ
て

い
る
『
新
菩
薩
經
』
に
つ
い
て
、
ベ
ル
リ
ン
・
ト
ル
フ
ァ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
寫
本
を
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
認
め

ら
れ
る
テ
キ
ス
ト
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
敦
煌
と
ト
ル
フ
ァ
ン
の
地
域
差
か
ら
く
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。（
25
）    

　　
　
　

第
三
章　

國
立
バ
イ
エ
ル
ン
圖
書
館
所
藏
の
『
佛
説
小
涅
槃
經
』(Cod.sin.59)

ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ラ
ン
ケ
教
授(Prof.H

erbert Franke)

は
、
戦
後
の
ド
イ
ツ
中
國
學
の
復
興
に
尽
力
し
、
大
御
所
と
し
て
長

く
活
躍
さ
れ
て
い
る
。
一
昨
年
十
月
に
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
學
東
ア
ジ
ア
研
究
所
主
催
で
教
授
の
九
十
歳
を
祝
う
講
演
會
が
開
か
れ

た
。
三
〇
年
前
、
フ
ラ
ン
ケ
教
授
は
「
明
代
初
期
の
い
く
つ
か
の
印
刷
本
と
寫
本
に
つ
い
て
」（
26
）
と
い
う
論
文
を
發
表
し
、
そ
の

中
で
十
一
の
作
品
を
紹
介
し
た
。
そ
の
一
つ
が
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
寫
本
『
佛
説
小
涅
槃
經
』(Cod.sin.59)

で
あ
る
。
佛
典
目

録
に
『
佛
説
小
涅
槃
經
』
の
名
は
見
え
な
い
の
で
、
フ
ラ
ン
ケ
は
そ
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
『
涅
槃
經
』
を
簡
略
化
し
た
も
の
と
推
測
し

た
上
で
、
今
に
傳
わ
る
大
藏
經
か
ら
そ
れ
に
該
當
す
る
經
典
と
し
て
『
佛
垂
般
涅
槃
略
説
教
誡
經
』
と
『
佛
臨
涅
槃
記
法
住
經
』
の

二
例
を
擧
げ
た
。
た
だ
し
中
身
を
檢
討
す
る
と
そ
れ
ら
と
は
合
わ
な
い
の
で
、
こ
の
佛
典
は
同
定
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。    

こ
の
寫
本
は
、
十
一
半
葉
（
半
折
。
あ
る
い
は
面
）
の
折
本
形
式
で
あ
る
。
首
題
は
『
佛
説
小
涅
槃
經
』
と
し
て
殘
る
。
二
つ

の
紙
の
繼
ぎ
目
が
あ
り
、
長
さ
は
百
十
㎝
、
高
さ
は
二
十
・
八
㎝
。
罫
線
は
な
い
。
一
葉
は
四
行
。
一
行
は
九
か
ら
十
三
字
で
あ
り
、

墨
點
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
字
の
大
き
さ
は
約
一
・
七
×
一
・
七
㎝
で
あ
る
。
い
ま
移
寫
し
て
み
る
と
以
下
の
樣
に
な
る
。
な
お
、

□
で
囲
ん
だ
文
字
は
筆
者
が
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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佛
説
小
涅
槃
經

爾
時
如
來
。
倚
臥
雙
林
。
告
諸
大
衆
。

吾
今
皆
背
痛
。
欲
入
涅
槃
。
迦
葉

来
時
。
道
吾
與
汝
不
相
見

去
也
。
一
切
經
書
。
付
嘱
阿
難
。
戒
律

文
章
。
悉
皆
付
與
。
迦
葉
上
座
。
爾

時
如
來
。
告
弟
子
。
優
波
離
。
汝
徃

升
天
。
報
母
令
知
。
尓
時
摩
耶
夫

人
。
在
忉
利
天
上
。
受
諸
快
樂
。
忽
於

昨
夜
子
時
。
得
六
種
悪
夢
。
一
者
夢

見
。
有
大
猛
火
。
焼
我
心
肝
。
兩
乳
流

出
。
二
者
夢
見
。
須
彌
山
崩
。
三
者

夢
見
。
海
水
枯
竭
。
四
者
夢
見
。
磨

竭
大
魚
。
呑
噉
衆
生
。
五
者
夢
見
。

夜
叉
羅
刹
。
吸
人
精
氣
。
六
者
夢

見
。
一
切
衆
生
。
惆
悵
奔
走
。
如
蜂
失
王
。（
27
）

説
夢
未
訖
。
乃
見
報
人
。
優
波
離

。
從
空
而
来
。
尓
時
摩
耶
夫
人
。
問
言
。

尊
者
尊
者
。
因
何
形
容
憔
悴
。
面

國立バイエルン圖書館所藏の『佛説小涅槃經』(Cod.sin.59)
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無
精
光
。
唇
口
乾
燥
。
全
無
威
徳
。
不

比
尋
常
。
爾
時
優
波
離
。
哽
咽
報

言
。
佛
母
佛
母
。
三
界
大
師
。
忽
於
昨

夜
子
時
。
入
般
涅
槃
。
金
棺
銀
槨
。

殯
斂
已
訖
。
故
遣
弟
子
。
報
母
令

知
。
尓
時
摩
耶
夫
人
。
聞
説
此
語
。
悶

絶
躃
地
。
猶
如
死
人
。
諸
天
彩
女
。
冷 

水
洒
面
。
良
久
乃
甦
。
即
將
徒
衆
。
靉 

靆
雲
飛
。
至
雙
林
所
。
唯
見
大
衣
。
僧

伽
梨
。
疊
在
棺
邊
。
鉢
盂
錫
杖
。
空

掛
樹
上
。
爾
時
摩
耶
夫
人
。
作
是
念

言
。
我
子
在
時
。
持
用
此
物
。
教
化
衆

生
。
今
者
此
物
。
並
皆
無
用
去
也
。
尓

時
摩
耶
夫
人
。
披
頭
散
髪
。
搥
胷

大
呌
。
遶
棺
三
匝
。
喚
言
。
如
来
如
來
。

吾
是
汝
母
。
汝
是
吾
子
。
今
既
捨
吾
。

入
般
涅
槃
。
因
何
不
与
母
説
、
四
句

偈
言
。
尓
時
如
来
。
在
金
棺
中
。
聞
母

喚
声
。
從
棺
踴
出
。
却
坐
般
若
臺
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中
。
去
地
高
七
多
羅
樹
。
手
執
優
鉢

羅
華
。
為
母
説
法
。
一
切
恩
愛
。
皆
有

離
別
。
一
切
山
岩
。
皆
有
崩
穴
。
一
切
樹

木
。
皆
有
摧
折
。
一
切
江
河
。
皆
有
枯
竭
。

一
切
萬
物
。
皆
有
破
壊
。
母
子
恩
情
。
今

日
離
別
。
唯
有
法
身
。
常
住
不
滅
。

偈

こ
れ
を
見
る
と
、
上
章
で
見
た
所
謂
『
佛
母
經
』
の
異
本
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
上
の
四
分
類
（
あ
る
い
は
ロ
シ
ア
藏
三
．

Дх
〇
二
〇
四
七
も
含
め
て
五
系
統
）
の
い
ず
れ
に
も
微
妙
な
と
こ
ろ
で
合

わ
な
い
寫
本
で
あ
る
。
こ
の
點
に
つ
い
て
い
ま
少
し
詳
し
く
述
べ
る
と
、

『
佛
説
小
涅
槃
經
』
の
冒
頭
部
分
か
ら
「
六
種
惡
夢
」
ま
で
は
﹇
三
、
大

般
涅
槃
經
佛
母
品
﹈と
ほ
と
ん
ど
變
わ
ら
な
い
。
卽
ち
、い
く
つ
か
の
敍
述
、

例
え
ば
最
初
の
部
分
、「
爾
時
如
來
。倚
臥
雙
林
。告
諸
大
衆
。吾
今
皆
背
痛
。

欲
入
涅
槃
」
は
「
爾
時
如
來
。
在
拘
尸
那
城
抜
提
河
側
。
二
月
十
五
日
臨

般
涅
槃
。
倚
臥
雙
林
。
告
諸
大
衆
。
吾
今
皆
背
痛
。
欲
般
涅
槃
」
と
な
っ

て
い
る
が
、
構
成
そ
の
も
の
は
變
わ
ら
な
い
。

「
六
種
惡
夢
」
に
つ
い
て
は
、
上
で
整
理
し
た
も
の
と
異
な
る
惡
夢
は
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登
場
し
な
い
が
、
分
類
に
お
い
て
ぴ
っ
た
り
同
じ
も
の
は
な
い
。
比
較
的
近
い
の
は
﹇
二
、
大
般
涅
槃
經
佛
母
品
﹈
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
後
の
敍
述
構
成
で
は
や
は
り
四
つ
と
は
少
し
ず
つ
異
な
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
寫
本
が
『
佛
母
經
』
の
一
つ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
で

あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

フ
ラ
ン
ケ
は
な
ぜ
紀
年
の
見
え
な
い
こ
の
寫
本
を
明
代
初
期
、
十
五
世
紀
の
も
の
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
の
紹
介
し
た
十
一

本
の
印
刷
本
と
寫
本
は
い
ま
國
立
バ
イ
エ
ル
ン
圖
書
館
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
が
、
フ
ラ
ン
ケ
は
論
文
の
最
初
の
部
分
で
、
そ
の
來
歷

に
觸
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
論
文
執
筆
の
數
年
前
に
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ブ
ル
ガ
ー
氏
か
ら
保
管
し
公
開
す
る
よ
う

託
さ
れ
た
も
の
で
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
美
術
商
の
所
有
す
る
木
造
佛
像
の
胎
内
か
ら
得
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
の
出
現
は
全
く
の
偶
然
で
、

一
九
六
二
年
の
エ
ル
ベ
川
の
洪
水
で
、
美
術
商
の
地
下
に
置
い
て
あ
っ
た
木
造
佛
像
が
解
體
し
て
發
見
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
十
一

本
の
テ
キ
ス
ト
の
い
く
つ
か
に
は
紀
年
が
あ
り
、
そ
れ
が
明
代
の
初
期
で
あ
る
ゆ
え
に
フ
ラ
ン
ケ
は
件
の
『
佛
説
小
涅
槃
經
』
も
同

じ
時
代
の
産
物
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
十
一
本
の
作
品
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

　

印
刷
佛
典 

… 

『
妙
法
蓮
華
經
』̶
永
樂
十
八
年
（
一
四
二
〇
）
の
序

　
　
　

 

『
佛
頂
心
大
陀
羅
尼
經
』̶
北
京
、
正
統
六
年
（
一
四
四
一
） 

六
月
一
日
の
奥
付

　
　
　

 

『
佛
頂
心
大
陀
羅
尼
經
』̶
北
京
、
正
統
五
年
（
一
四
四
〇
） 

四
月
八
日
の
奥
付

　
　
　

 

『
觀
世
音
菩
薩
救
諸
難
呪
』

　
　
　

 

『
木
一
山
嚴
酧
酢
集
』

　
　
　
　

 

一
枚
の
大
型
彩
色
阿
彌
陀
佛
木
版
畫

　

寫
本
佛
典 

… 

『
佛
頂
尊
勝
總
持
經
呪
』̶

永
樂
十
年
（
一
四
一
二
）
五
月
六
日
の
永
樂
帝
の
序
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         

景
泰
四
年
（
一
四
五
三
）
七
月
二
十
七
日
の
奥
書

　
　
　
　

  

『
佛
説
小
涅
槃
經
』
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『
御
註
心
經
解
』̶

洪
武
十
一
年
（
一
三
七
八
）
出
版

印
刷
道
教
經
典 

… 

『
太
上
三
元
賜
福
赦
罪
解
厄
延
生
經
誥
』̶

南
京
、
景
泰
一
年
（
一
四
五
〇
）
出
版

 
 

『
太
上
玄
靈
斗
母
元
君
本
命
延
生
心
經
』̶

正
統
四
年
（
一
四
三
九
）
出
版

佛
像
胎
内
に
佛
教
關
係
と
道
教
關
係
が
併
せ
て
納
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
明
代
の
佛
教
が
道
教
、
さ
ら
に
は
儒
教
と
融
合
・
調

和
し
た
も
の
と
し
て
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
本
は
お
そ
ら
く
、
佛
像
寄
進
者
あ
る
い
は
そ
の
肉
親
が
日
々
身

の
回
り
に
置
き
、用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。『
妙
法
蓮
華
經
』
と
『
御
註
心
經
解
』
を
除
く
佛
教
關
係
の
も
の
は
み
な
小
作
品
で
、『
佛

説
小
涅
槃
經
』
と
同
樣
、
現
在
の
大
藏
經
に
は
そ
の
ま
ま
の
形
の
も
の
は
な
い
。
從
っ
て
、
そ
れ
ら
は
民
衆
用
に
佛
典
か
ら
ア
レ
ン

ジ
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
フ
ラ
ン
ケ
は
、
木
造
佛
像
の
胎
内
か
ら
出
て
き
た
も
の
に
つ
い
て
は
述
べ
る
が
、
佛
像
そ
の
も
の
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

佛
像
制
作
時
代
が
確
認
で
き
れ
ば
、
胎
内
藏
經
の
時
代
も
あ
る
程
度
絞
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
場
合
殘
念
な
が
ら

そ
の
道
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

第
四
章　

中
國
國
家
圖
書
館
所
藏
の
『
佛
説
小
涅
槃
經
』

前
章
で
は
、
明
初
の
寫
本
と
考
え
ら
れ
る
テ
キ
ス
ト
が
『
佛
説
小
涅
槃
經
』
で
あ
り
、
敦
煌
や
ト
ル
フ
ァ
ン
で
數
多
く
發
見
さ
れ

た
『
佛
母
經
』
の
一
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
佛
典
目
録
類
に
見
え
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
、
あ

る
時
代
の
塞
外
地
の
産
物
と
、
中
國
國
内
の
明
初
の
産
物
が
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く
の
か
等
の
疑
問
は
依
然
と
し
て
殘
っ
た
ま
ま
で

あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
筆
者
は
最
近
、
北
京
に
あ
る
中
國
國
家
圖
書
館
（
舊
の
北
京
圖
書
館
）
で
印
刷
本
の
調
査
に
あ
た
ら
れ
た
梶
浦
晋
氏
に
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よ
り
、
元
版
の
『
佛
説
小
涅
槃
經
』
の
存
在
を
知
っ
た
。
さ
ら
に
二
〇
〇
五
年
の
春
に
、
梶
浦
氏
お
よ
び
中
國
國
家
圖
書
館
・
善
本

特
藏
部
の
副
研
究
館
員
で
あ
る
李
際
寧
氏
の
盡
力
で
、
件
の
印
刷
本
を
閲
覧
す
る
機
會
を
得
た
。

こ
の
印
刷
本
に
は
「
長
樂
鄭
振
鐸
西
諦
藏
書
」
の
藏
書
印
が
押
し
て
あ
り
、
文
學
史
家
の
鄭
振
鐸
（
一
八
九
八
〜
一
九
五
八
）
の

舊
藏
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
折
本
形
式
で
、
冒
頭
部
分
が
缺
け
、
六
葉
で
あ
る
。
一
葉
は
五
行
、
一
行
は
十
七
字
で
あ
る
。
縦

は 

二
十
一
・
八
㎝
、
横
は 

七
・
九
㎝
、
天
界
・
地
界
の
幅
は
そ
れ
ぞ
れ
一
・
三
㎝
と
〇
・
八
㎝
、
罫
線
は
な
い
。
こ
れ
は
紙
背
に
印
刷

さ
れ
た
も
の
で
、
表
は
や
は
り
元
版
の
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
』(

圖
書
館
番
號
・
一
六
〇
七
三)

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
ペ
ー
ジ

數
を
示
す
「
二
十
五
」
と
い
う
數
字
も
刷
ら
れ
て
い
る
。『
心
經
』
や
『
佛
説
小
涅
槃
經
』
を
初
め
と
す
る
、
比
較
的
短
い
經
が
ま

と
め
て
印
刷
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
そ
う
。移
寫
す
れ
ば
下
記
の
よ
う
に
な
る
。葉
と
葉
の
間
に
は
一
行
を
設
け
、句
讀
點
を
添
え
た
。

母
令
知
。
爾
時
摩
耶
夫
人
在
忉
利
天
上
、
受
諸
快

樂
。
忽
於
昨
夜
子
時
、
得
六
種
惡
夢
。
一
者
、
夢
見
有

大
猛
火
、
燒
我
心
肝
、
兩
乳
流
出
。
二
者
、
夢
見
須
弥

山
崩
。
三
者
、
夢
見
海
水
枯
竭
。
四
者
、
夢
見
磨
竭
大

魚
呑
嗽
衆
生
。
五
者
、
夢
見
夜
叉
羅
刹
、
吸
人
精
氣
。

六
者
、
夢
見
一
切
衆
生
、
惆
悵
奔
走
、
如
蜂
失
王
。
説

夢
未
訖
、
乃
見
報
人
優
波
離
、
從
空
而
來
。
爾
時
摩

耶
夫
人
問
言
、
尊
者
尊
者
、
因
何
形
容
憔
悴
。
靣
無

精
光
、
唇
口
乾
燥
、
全
無
威
徳
、
不
比
尋
常
。
爾
時
優

 

中
國
國
家
圖
書
館
所
藏
の

『
佛
説
小
涅
槃
經
』
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波
離
哽
噎
報
言
、
佛
母
佛
母
、
三
界
大
師
、
忽
於
昨

夜
子
時
、
入
般
涅
槃
。
金
棺
銀
槨
、
殯
殮
已
訖
。
故
遣

弟
子
、
報
母
令
知
。
爾
時
摩
耶
夫
人
聞
説
此
語
、
悶

絶
x
地
、
猶
如
死
人
。
諸
天
彩
女
冷
水
灑
面
。
良
久

乃
甦
、
即
将
徒
衆
、
靉
靆
雲
飛
。
至
雙
林
所
、
唯
見
大

衣
僧
伽
梨
、
疊
在
棺
邊
、
鉢
盂
錫
杖
、
空
掛
樹
上
。
爾

時
摩
耶
夫
人
作
是
念
言
。
我
子
在
時
、
持
用
此
物
、

教
化
衆
生
。
今
者
此
物
並
皆
無
用
去
也
。
爾
時
摩

耶
夫
人
披
頭
散
髪
、
搥
胷
大
呌
、
遶
棺
三
帀
。
喚
言
、

如
來
如
來
、
吾
是
汝
母
、
汝
是
吾
子
。
今
旣
捨
吾
、
入

般
涅
槃
、
因
何
不
爲
母
説
四
句
偈
言
。
爾
時
如
來

在
金
棺
中
、
聞
母
喚
聲
、
從
棺
踊
出
、
却
坐
般
若
臺

中
。
去
地
高
七
多
羅
樹
、
手
執
優
鉢
羅
華
、
爲
母
説

法
。
一
切
恩
愛
、
皆
有
離
別
。
一
切
山
岩
、
皆
有
崩
穴
。

一
切
樹
木
、
皆
有
摧
折
。
一
切
江
河
、
皆
有
枯
竭
。
一

切
萬
物
、
皆
有
破
壊
。
母
子
恩
情
、
今
日
離
別
、
唯
有
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法
身
、
常
住
不
滅
。
偈
曰
、

諸
行
無
常　

是
生
滅
法　

生
滅
滅
已　

寂
滅
爲
樂

　
　
　

如
來
證
涅
槃　

永
断
於
生
死

　
　
　

若
能
志
心
聽　

常
得
無
量
樂

佛
説
小
涅
槃
經

こ
の
版
本
は
首
題
と
冒
頭
の
部
分
を
缺
い
て
い
る
。
第
三
章
で
紹
介
し
た
國
立
バ
イ
エ
ル
ン
圖
書
館
所
藏
の
寫
本
『
佛
説
小
涅

槃
經
』
は
逆
に
末
尾
と
尾
題
を
缺
い
て
い
る
の
で
、
兩
者
は
重
な
ら
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
詳
細
に
檢
討
す
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
一
致

す
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
致
し
な
い
の
は
異
體
字
、
音
通
互
用
の
文
字
の
異
同
が
大
半
で
あ
る
。
從
っ
て
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
國
立

バ
イ
エ
ル
ン
圖
書
館
所
藏
の
寫
本
『
佛
説
小
涅
槃
經
』
と
同
じ
く
、
四
つ
に
分
類
さ
れ
た
『
佛
母
經
』（
お
よ
び
ロ
シ
ア
藏
三
．
Дх

〇
二
〇
四
七
）
の
ど
の
系
統
と
も
重
な
ら
な
い
、『
佛
母
經
』
の
ま
た
別
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
あ
る
。
元
あ
る
い
は
明
初
の
も
の
か
と

も
言
わ
れ
て
い
る
非
常
に
よ
く
似
た
版
本
の
出
現
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
の
寫
本
『
佛
説
小
涅
槃
經
』
を
明
初
の
も
の
と
斷
定
し
得
る
新

た
な
資
料
の
發
見
と
言
え
よ
う
。

　
　
　

結
語  『
佛
母
經
』
の
傳
承

『
佛
母
經
』
は
、
佛
典
目
録
に
見
え
な
い
疑
經
で
あ
る
が
、
敦
煌
や
ト
ル
フ
ァ
ン
で
多
く
の
寫
本
と
し
て
發
見
さ
れ
て
い
る
。
第

一
章
で
は
こ
の
經
典
の
構
成
や
内
容
に
つ
い
て
述
べ
、
方
廣
錩
・
李
際
寧
に
よ
る
寫
本
の
翻
刻
と
四
分
類
を
紹
介
し
た
上
で
、
こ
れ
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が
疑
經
で
あ
る
點
に
解
説
を
加
え
た
。
第
二
章
で
は
、
前
記
の
翻
刻
に
含
ま
れ
な
い
敦
煌
及
び
ト
ル
フ
ァ
ン
の
寫
本
を
移
寫
し
た
。

ま
た
第
三
章
で
は
、
全
く
来
歷
を
異
に
し
、
長
年
同
定
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
明
初
と
さ
れ
る
寫
本
『
佛
説
小
涅
槃
經
』
が
、

や
は
り
『
佛
母
經
』
の
一
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
第
四
章
で
は
、北
京
の
國
家
圖
書
館
所
藏
の
元
刻
本
『
佛

説
小
涅
槃
經
』
を
紹
介
し
、
こ
れ
と
の
類
似
に
よ
っ
て
、
バ
イ
エ
ル
ン
所
藏
の
寫
本
が
明
初
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
傍
證
し
た
。
以

上
の
こ
と
か
ら
、『
佛
母
經
』
は
、
八
、九
世
紀
の
唐
の
時
代
か
ら
元
の
時
代
を
經
て
十
五
世
紀
前
半
の
明
初
ま
で
、
塞
外
の
み
な
ら

ず
廣
く
中
國
に
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
僞
經
『
佛
母
經
』
は
ど
の
よ
う
な
形
で
傳
承
さ
れ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
榮
新
江
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
、歸
義
軍
時
代
の
敦
煌
の
民
衆
佛
教
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
、疑
經
の
流
行
を
指
摘
し
て
い
る
。
彼
は
池
田
温
氏
の
著
作
に
依
っ
て
、

九
世
紀
末
か
ら
十
一
世
紀
初
め
の
歸
義
軍
時
代
に
納
ま
る
紀
年
の
あ
る
四
十
八
の
寫
經
の
「
經
名
」「
年
代
」「
書
手
或
供
養
人
」「
疑

僞
經
」「
編
號
」「
池
田
編
號
」
を
整
理
し
た
表
を
作
り
、
短
い
眞
經
と
疑
經
の
流
行
に
注
目
す
る
。
そ
の
部
分
を
譯
し
て
み
れ
ば
以

下
の
よ
う
に
な
る
。

敦
煌
庶
民
の
佛
教
の
發
展
經
過
に
は
多
く
の
表
現
形
式
が
存
在
す
る
。
こ
こ
で
は
た
だ
疑
經
の
流
行
を
例
と
し
て
擧
げ
る
。

以
下
、
先
ず
、
ほ
と
ん
ど
全
面
的
に
池
田
温
編
『
古
代
寫
本
識
語
集
録
』
に
よ
り
資
料
を
收
集
し
、
そ
の
中
で
曹
氏
時
代
と
確

定
で
き
る
佛
教
文
獻
の
一
覧
表
を
下
の
よ
う
に
擧
げ
（
次
ペ
ー
ジ
を
見
よ
）、
そ
こ
で
檢
討
を
加
え
よ
う
。

下
の
表
か
ら
一
目
で
見
て
取
れ
る
こ
と
は
、
疑
經
の
流
行
が
壓
倒
的
な
趨
勢
と
な
り
、
僧
俗
官
吏
を
問
わ
ず
、
ひ
と
し
く
こ

れ
を
迷
信
し
た
こ
と
で
あ
る
。
所
謂
眞
經
に
屬
す
る
も
の
は
、
ま
た
何
ら
か
の
民
間
通
俗
信
仰
と
密
接
に
關
係
す
る
『
金
剛
經
』

『
般
若
心
經
』『
觀
世
音
經
』（
つ
ま
り
『
妙
法
蓮
華
經
普
門
品
』）『
阿
彌
陀
經
』
等
、
數
種
だ
け
で
あ
る
。（
28
）

榮
新
江
が
掲
げ
た
紀
年
の
あ
る
四
十
八
の
寫
經
の
う
ち
、
疑
經
は
三
十
、
つ
ま
り
約
三
分
の
二
を
占
め
て
い
る
。
榮
新
江
は
疑
經

に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
述
べ
な
い
が
、
彼
の
示
し
た
表
か
ら
は
、
小
論
と
關
わ
る
も
う
一
つ
の
事
実
が
讀
み
と
れ
る
。
そ
れ
は
こ
れ
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ら
の
疑
經
が
連
寫
さ
れ
て
い
る
點
で
あ
る
。
ペ
リ
オ
二
三
七
四
は
、九
五
九
年
の
禪
師
惠
光
に
よ
る『
佛
説
延
壽
命
經
』『
續
命
經
』『
天

請
問
經
』
の
連
寫
で
あ
る
し
、ス
タ
イ
ン
五
六
四
六
は
、疑
經
の
『
摩
利
支
天
陀
羅
尼
經
』『
佛
説
齋
法
清
淨
經
』
そ
し
て
眞
經
の
『
金

剛
般
若
波
羅
蜜
經
』
が
、
九
六
九
年
に
大
乘
賢
者
兼
當
學
禪
録
の
何
江
通
に
よ
っ
て
連
寫
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
天
津
市
藝
術

博
物
館
藏
四
五
三
二
で
は『
佛
説
無
常
經
』『
佛
説
水
月
光
觀
音
菩
薩
經
』『
佛
説
呪
魅
經
』『
佛
説
天
請
問
經
』が
、北
京
圖
書
館
藏「
岡
」

四
四
で
は
『
佛
説
閻
羅
王
授
記
經
』『
佛
説
護
諸
童
子
經
』
と
眞
經
の
『
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
』
が
連
寫
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
ペ

リ
オ
二
〇
五
五
の
『
佛
説
盂
蘭
盆
經
』『
佛
説
佛
母
經
』『
佛
説
善
惡
因
果
經
』
は
、九
五
八
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
翟
奉
達
（
八
八
三

〜
九
六
一
？
）
が
連
寫
し
た
も
の
で
あ
る
。
最
後
の
翟
奉
達
の
連
寫
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
經
に
奥
書
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
、

ペ
リ
オ
二
〇
五
五
c
「
佛
説
善
惡
因
果
經
」
は
こ
れ
ら
の
經
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
か
を
傳
え
て
い
る
。

弟
子
朝
議
郎
檢
校
尚
書
工
部
員
外
郎
翟
奉
達
、
亡
過
妻
の
馬
氏
の
追
福
の
爲
に
、
齋
毎
に
經
一
卷
を
寫
す
。
標
題
は
是
の
如
し
。

第
一
七
齋
に
无
常
經
一
卷
を
寫
す
。
第
二
七
齋
に
水
月
觀
音
經
一
卷
を
寫
す
。
第
三
七
齋
に
呪
魅
經
一
卷
を
寫
す
。
第
四
七
齋

に
天
請
問
經
一
卷
を
寫
す
。
第
五
七
齋
に
閻
羅
經
一
卷
を
寫
す
。
第
六
七
齋
に
護
諸
童
子
經
一
卷
を
寫
す
。
第
七
七
齋
に
多
心

經
一
卷
を
寫
す
。
百
日
齋
に
盂
蘭
盆
經
一
卷
を
寫
す
。
一
年
齋
に
佛
母
經
一
卷
を
寫
す
。
三
年
齋
に
善
悪
因
果
經
一
卷
を
寫
す
。

右
件
の
寫
經
せ
し
功
徳
は
過
往
馬
氏
の
追
福
の
爲
な
り
。
奉
じ
て
龍
天
八
部
、
救
苦
觀
世
音
菩
薩
、
地
藏
菩
薩
、
四
大
天
王
、

八
大
金
剛
に
請
い
て
以
て
證
盟
を
作
し
、
一
一
、
福
田
を
領
受
し
、
樂
處
に
往
生
し
、
善
知
識
に
遇
い
、
一
心
に
供
養
せ
ん
こ

と
を
。

七
七
齋
、
百
日
齋
、
一
年
齋
、
お
よ
び
三
年
齋
の
合
計
十
回
の
法
事
に
用
い
ら
れ
る
經
は
上
記
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
『
般

若
波
羅
蜜
多
心
經
』
を
除
い
て
す
べ
て
は
疑
經
で
あ
る
。
翟
奉
達
の
場
合
、『
佛
母
經
』
は
一
周
忌
に
寫
經
さ
れ
、
奥
書
に
は

亡
過
家
母
の
爲
に
此
の
經
一
卷
を
寫
し
、
年
周
に
追
福
せ
ん
と
す
。
願
わ
く
は
影
を
好
處
に
託
し
、
三
塗
の（
哉
）灾
に
落
つ
る

勿
く
、
仏
弟
子
馬
子
、
一
心
に
供
養
せ
ん
こ
と
を
。
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と
そ
の
筆
寫
の
意
圖
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、『
佛
母
經
』
と
一
周
忌
の
特
別
の
關
係
に
は
言
及
が
な
い
。

從
っ
て
、
こ
の
資
料
か
ら
小
論
と
の
關
係
で
言
え
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
疑
經
類
が
民
衆
に
非
常
に
近
い
と
こ
ろ
に
存
在
し
た
點
と
、

連
寫
さ
れ
た
こ
と
の
兩
點
で
あ
る
。
つ
ま
り
元
版
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
』
の
裏
に
『
佛
説
小
涅
槃
經
』
が
刷
ら
れ
、
そ
の
ペ

ー
ジ
數
が
小
經
典
に
も
關
わ
ら
ず
、「
二
十
五
」
と
大
き
な
數
字
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
大
半
は
疑
經
で
あ
ろ
う
小
佛
典
が
、
版
木
の

時
代
に
な
っ
て
も
連
寫
の
傳
統
を
繼
承
し
て
刷
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
筆
寫
の
時
代
か
ら
印
刷
の
時
代
に
入
っ
て
も
こ
の
よ
う

な
形
式
が
間
斷
な
く
繼
續
し
た
こ
と
は
、『
佛
母
經
』（『
佛
説
小
涅
槃
經
』）
を
初
め
と
す
る
疑
經
の
受
容
が
民
衆
の
底
辺
に
深
く
浸

透
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
經
は
、
余
り
に
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
あ
っ
た
た
め
に
、
逆
に
目
録
類
に
掬
い
上

げ
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
だ
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　

注

(

1) 

以
下
、
ス
タ
イ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
ス
タ
イ
ン
、
S
、
斯
、
ペ
リ
オ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
ペ
リ
オ
、
P
、
伯
で
表
示
し
た
。

(

2) 

一
九
九
五
年
、
宗
教
文
化
出
版
社
。

(

3) 

一
九
九
八
年
、
上
海
辭
書
出
版
社
。

(

4) 

こ
の
解
説
は
方
廣
錩
が
担
當
し
た
。
頁
七
三
二
。

(

5) 

『
藝
文
類
聚
』
卷
三
、
歳
時
上
「
夏
」
に
引
く
『
淮
南
子
』。

(

6) 

『
李
太
白
文
集
』
卷
一
「
古
風
」
五
十
九
首
の
一
。

(

7) 

一
九
九
九
年
、
上
海
古
籍
出
版
社
。

(

8) 

伯
四
七
九
九
は
「
渾
磓
」
を
「
渾
捶
」
に
作
る
。
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(
9) 

伯
四
七
九
九
は
「
在
日
」
を
「
再
日
」
に
作
る
。

(
10) 
伯
四
七
九
九
は
「
抆
」
を
「
汶
」
に
作
る
。

(

11) 
「
有
」
の
一
字
、
諸
本
に
よ
り
補
う
。

(

12) 

「
槯
折
」
以
下
、
末
尾
ま
で
字
體
は
別
。

(

13) 

「
遶
」、
諸
本
は
「
繞
」
に
作
る
。

(

14) 

「
迊
」、
諸
本
は
「
匝
」
に
作
る
。

(

15) 

「
踰
」、
諸
本
は
「
逾
」
に
作
る
。

(

16) 

「
摩
」、
諸
本
は
「
磨
」
に
作
る
。

(

17) 

「
轉
」、
北
京
藏
「
羽
」
十
五
は
ナ
シ
。

(

18) 

「
佛
母
經
一
卷
」、
北
京
藏
「
羽
」
十
五
は
「
佛
母
經
」
に
作
る
。

(

19) 

「
跋
」、
諸
本
は
「
抜
」
に
作
る
。

(

20) 

「
已
」、
諸
本
は
「
以
」
に
作
る
。

(

21) 

「
搥
」、
諸
本
は
「
捶
」
に
作
る
。

(

22) 

「
綵
」、
諸
本
は
「
彩
」
に
作
る
。

(

23) 
Thom

as Thilo, K
atalog chinesischer buddhistischer Textfragm

ente, B
and 2, p. 87, Fig. 76  (B

erlin,1985).

(

24) 

上
記
の
目
録
の
説
明
で
は
敦
煌
か
ら
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

(

25) 

拙
著
『
ド
イ
ツ
將
来
の
ト
ル
フ
ァ
ン
漢
語
文
書
』（
二
〇
〇
二
年
、
京
都
大
學
學
術
出
版
會
）
九
九
〜
一
〇
七
頁
參
照
。

(

26) 
E

inige D
rucke u. H

ss. aus d. frühen M
ing-Z

eit, in O
riens E

xtrem
us 19, p. 55-64, 1972.

(

27) 

「
生
」
は
小
字
。
脱
字
し
た
の
を
補
う
。

(

28) 

『
歸
義
軍
史
研
究
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
六
年
、
頁
二
七
六
。
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追
記

A
上
で
檢
討
し
た
二
十
六
種
以
外
に
さ
ら
に
四
つ
の
『
佛
母
經
』
斷
片
を
確
認
出
來
た
の
で
、
記
し
て
お
く
。

　

イ
、
大
谷
文
書
「
五
〇
六
四
」
表
（「
占
書
斷
片
」
と
さ
れ
る
）。
大
き
さ
十
一
・
〇
㎝
×
七
・
八
㎝
、（『
大
谷
文
書
集
成
』
參
、二
〇
〇
三
年
、

法
藏
館
。圖
版
四
十
二
）。こ
れ
は
李
際
寧
分
類
の﹇
四
、大
般
涅
槃
經
佛
爲
摩
耶
夫
人
説
偈
品
經
﹈の
ペ
リ
オ
四
七
九
九
の
タ
イ
プ
で
あ
る
。

移
寫
す
れ
ば
、

　
（
吾
與
汝
不
相
見
也
。
卽
使
優
婆
離
往
藝
忉
利
天
上
、

　

告
）
吾
母
（
知
。
舉
身
疼
痛
、
不
可
思
議
。
願
母
早
來
、
禮
敬

    

種

　

三
寶
。
尒
時
佛
母
於
其
中
夜
作
）
六
徳
惡
夢
。
一
者
夢
見

　
　
　
　
　
  

々
  

五
月
降
霜
四
者

　
（
須
彌
山
崩
、
二
者
夢
見
四
海
枯
）
竭
、
三
者
夢
見
大
火
來　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
四
者
夢
見
寶
幢
摧
折
、
幡
花
崩
倒
、
五
者
夢

　

見
大
火
來
燒
我
身
、
六
者
夢
見
兩
乳
自
然
）
流
出
。

　

尒
時
佛
母
説
夢
（
未
訖
、
正
見
優
波
離
從
空
中
而
來
。）

　

ロ
、
旅
順
博
物
館
藏
（
大
谷
探
檢
隊
將
來
の
ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
）LM

20_1498_02_03

三
行
。
大
き
さ
は
十
三
・
二
㎝
×
五
・
五
㎝
。（
旅
順
博
物
館
・
龍
谷
大
學
共
編
『
旅
順
博
物
館
藏　

ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
漢
文
佛
典
選
影
』、

二
〇
〇
六
年
、
法
藏
館
。
寫
眞
は
一
八
七
頁
）。
移
寫
す
れ
ば
、

噎
噎
告
言
佛
母

法
身
入
般
涅
槃
故
使
我

已
鳴
呼
大
哭
舉
手
搥
胸
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四
分
類
と
完
全
に
一
致
す
る
寫
本
で
は
な
い
。
し
い
て
求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、﹇
四
、
大
般
涅
槃
經
佛
爲
摩
耶
夫
人
説
偈
品
經
﹈
に
近
い
。

　

ハ
、
旅
順
博
物
館
藏
（
大
谷
探
檢
隊
將
来
の
ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
）LM

20_1498_06_01
四
行
。
大
き
さ
は
十
一
・
二
㎝
×
七
・
〇
㎝
。（
旅
順
博
物
館
・
龍
谷
大
學
共
編
『
旅
順
博
物
館
藏　

ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
漢
文
佛
典
選
影
』

二
〇
〇
六
年
、
法
藏
館
。
寫
眞
は
一
八
七
頁
）。
移
寫
す
れ
ば
、

佛
説
佛
母
經

尒
時
如
來
欲
般
涅

今
欲
般
涅
槃
不
見

　
　
　
　
等

吾
與
汝
不
相
見
也

　
﹇
四
、
大
般
涅
槃
經
佛
爲
摩
耶
夫
人
説
偈
品
經
﹈
の
戊
本
（
ス
タ
イ
ン
二
〇
八
四
）
に
近
い
。

　

ニ
、
ベ
ル
リ
ンCh3215

は
玄
奘
『
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
』(T8.848c1-20)

に
、
も
う
一
枚
「
佛
説
佛
母
經
」
の
部
分
が
付
着
す
る
。「
佛

説
佛
母
經/

尒
時
如
来
在
・
・
・
尸
・
・
・/
日
臨
般
涅
槃
倚
卧
雙
・
・
・/

・
・
・
」（『
漢
語
佛
典
斷
片
目
録
』、
四
十
八
頁
）。
因
み
に
『
般

若
波
羅
蜜
多
心
經
』
は
七
世
紀
な
か
ご
ろ
か
ら
八
世
紀
の
寫
本
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

B
佛
母
、
す
な
わ
ち
摩
耶
に
つ
い
て
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
（1927-1996, B

ernard Frank

）
は
、
邦
譯
『
日
本
佛
教
曼
荼
羅
』（A

m
our, 

colère, couleur, Essais sur le bouddhism
e au Japon, 2000,

コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
日
本
學
高
等
研
究
所
：
佛
蘭
久
淳
子
譯
、

二
〇
〇
二
年
、
藤
原
書
店
）
の
中
で
ふ
れ
て
い
る
（
第
一
部
、
第
四
章　

麻
耶―

佛
陀
の
母　

一
三
五
〜
一
五
三
頁
）。
彼
は
聖
母
マ
リ
ア

に
當
た
る
の
は
東
ア
ジ
ア
で
は
ハ
ー
リ
ー
テ
ィ
ー
（
訶
梨
帝H

āriti
）
と
い
う
女
鬼
神
（
鬼
子
母
神
）
と
觀
音
菩
薩
（
子
安
觀
音
、子
育
觀
音
）

で
あ
る
と
指
摘
す
る
（
一
四
七
頁
以
下
）。
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